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カルボン酸を対象とした
高感度LC-MS分析用誘導体化試薬

吉田 秀幸

常時正荷電を有するトリフェニルピリジニウム構造とカルボキシ基反応性のピペリジン構造とを併せ持つLC-MS

分析用誘導体化試薬の開発に成功した。既存の誘導体化試薬よりも高感度なカルボン酸分析を達成し、生体試料に加

えて、食品や環境試料中の微量有機酸計測にも適用可能である。

これまでに報告されている誘導体化試薬の感度を凌ぐ新しい知見であり、LC-MSによるカルボン酸分析の感度向

上と応用範囲の拡充に貢献する技術として期待される。
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概 要

■ 正電荷型トリフェニルピリジニウム構造を有するカルボン酸用の誘導体化試薬を設計・合成

■ LC-MSによるカルボン酸の高感度な誘導体化分析が可能

■ カルボン酸（脂肪酸や有機酸を含む）の微量計測へ適用可能

■ 実試料（生体・食品・環境）中に含まれる微量有機酸の定量

■ 実試料中脂肪酸の高選択的定量

■ カルボン酸構造を有する医薬品の高感度分析

■ 質量分析用誘導体化試薬（特開2023-167686）

■ 関連論文：3報（Journal of the American Society for Mass Spectrometry誌等）
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